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１２月１５日号
No.１１７２

２１２月２８日�～来年１月５日�休日急病診療所は診療します

１２年末年始のごみ・資源の収集

３令和２年度 個人住民税の税制改正

６・７所信表明

もくじ

は
じ
め
に

私
の
市
政
に
取
り
組
む

基
本
的
な
考
え
方
、
並
び

に
市
政
運
営
に
関
す
る
所

信
に
つ
い
て
申
し
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
１
期
目
の
市
長

就
任
時
に
東
大
阪
市
の「
再

生
」、２
期
目
は「
創
造
」、

３
期
目
は
「
未
来
へ
新
た

な
挑
戦
」
と
位
置
づ
け
、

３
期
１２
年
の
市
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

寄
与
す
る
教
育
環
境
の
整

備
、
交
通
利
便
性
や
ス
ポ

ー
ツ
等
の
本
市
の
強
み
を

活
か
し
た
新
た
な
価
値
の

創
造
な
ど
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
社
会
が
進
み
、
労

働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る

市
税
収
入
の
減
少
や
、
高

齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費

の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
現
れ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
共
施
設
等
の

長
寿
命
化
対
策
や
、
上
下

水
道
、
道
路
橋
梁
等
の
都

市
基
盤
の
老
朽
化
対
策
に

も
多
額
の
財
政
負
担
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
本
市
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
の
変
化
や
、
国
連
が
２

０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目

標
と
し
た
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
理
念
も
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
実
績

を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
魅

力
あ
る
東
大
阪
の
実
現
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
・
７
面
に
つ
づ
く

１１
月
２９
日
、
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
で

野
田
市
長
が
、
今
後
４
年
間
の
市
政
に
取
り

組
む
基
本
的
な
考
え
方
と
市
政
運
営
に
関
す

る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
市
出
身
の
囲
碁
棋

士
で
名
誉
市
民
で
も
あ

る
井
山
裕
太
さ
ん
を
招

い
て
、
囲
碁
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

�時
来
年
１
月
２５
日
�

１０
時
〜
１４
時
３０
分

�所

市
文
化
創
造
館
多
目
的

室
・
創
造
支
援
室
な
ど

�内
子
ど
も
囲
碁
大
会

（
要
申
込
み
）、指
導
碁

（
要
申
込
み
）、入
門
教

室
、
フ
リ
ー
対
局
コ
ー

ナ
ー
、
講
演
会

【
子
ど
も
囲
碁
大
会
】

�対
�定
▽
小
学
生
の
部

�
８
人
、中
学
生
の
部
�

８
人（
無
差
別
・
高
段
者

を
優
先
し
て
抽
選
）

▽

中
学
生
以
下
の
有
段
者

・
級
位
者
（
１
級
〜
２０

級
）
・
９
路
盤
�
８０
人

（
抽
選
）

�料
８
０
０

円
【
指
導
碁
】

井
山
さ
ん
と
プ
ロ
棋

士
に
よ
る
指
導
碁
で
す
。

�定
２４
人
（
抽
選
）

◇

◇

�申
申
込
書
を
１
月
６

日
�
（
必
着
）
ま
で
に

郵
送
（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
も
可
）

※
申

込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。
市
役
所
本
庁
舎
１

階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

市
民
プ
ラ
ザ
、
日
本
棋

院
関
西
総
本
部
（
大
阪

市
北
区
茶
屋
町
１９
）、関

西
棋
院
（
大
阪
市
中
央

区
北
浜
１
）で
も
配
布
。

�申
�問
〒
５７７
―

０
８
４
３

荒
川
３
―

２８
―

２１

（
公

財
）市
文
化
振
興
協
会

０
６
（
６
７
３
６
）
３

６
６
０
、
�
０
６
（
６

７
３
６
）
３
６
６
１
、

�h
1o1s1k

@
s
ilv
er

.o
cn
.n
e.jp

�問
▽
棋
力
な
ど
に
つ

い
て
�
日
本
棋
院
関
西

総
本
部

０
６（
６
１
３

６
）８
６
１
５
、関
西
棋

院

０
６（
６
２
３
１
）

０
１
８
６

▽
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
�
文
化
国

際
課

０
６
（
４
３
０

９
）３
１
５
５
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０
６
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０
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前
回
の
囲
碁
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

令和元年第４回定例会

所 信 表 明

あ
ふ
れ
る
東
大
阪
の

さ
せ
る

市長 野田 義和

年
末
・
年
始
の
市
役
所
窓
口
業
務

１２
月
２７
日
ま
で

プ
２
０
１
９
花
園
開
催
、

新
た
な
南
北
交
通
網
の
創

出
と
な
る
モ
ノ
レ
ー
ル
南

伸
の
事
業
化
決
定
、
文
化

芸
術
の
発
信
拠
点
で
あ
る

文
化
創
造
館
の
開
館
な

ど
、
多
く
の
実
績
を
積
み

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
「
本
市
で
暮
ら
す
こ
と

に
誇
り
を
も
ち
」
ま
た
、

本
市
に
関
わ
り
の
あ
る

人
々
が
「
暮
ら
し
て
み
た

い
」
と
思
え
る
ま
ち
で
あ

る
た
め
に
は
、
市
民
目
線

で
の
市
役
所
の
改
革
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に

年
末

１
月
６
日
か
ら

年
始

さ
ら
に

来 年
１月２５日

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

へ

創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造

※
一
部
窓
口
業
務
は
１２
月
２８
日
１２
時

ま
で（
詳
し
く
は
１０
面
参
照
）。

囲碁フェスティバル
井山杯
未経験者大歓迎

特殊詐欺対策～警察官を名乗る者であっても、お金を要求する話があれば、いったん電話を切り、家族や警察に相談しましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
１１
面
に
掲
載

mailto:h1o1s1k@silver.ocn.ne.jp


年
末
年
始
に
急
に
病
気

に
か
か
っ
た
と
き
は
、
休

日
急
病
診
療
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
で
は
、医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
薬
剤
師
会
の
協

力
に
よ
り
、次
の
と
お
り
休

日
急
病
診
療
所
で
診
療
を

行
い
ま
す
。診
療
体
制
は
表

の
と
お
り
で
す
。

【
受
診
の
際
は
ご
協
力

を
】診

療
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▽
必
ず
診
療
受
付
時
間

内
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▽
公
費
で
受
診
す
る
方

は
、
健
康
保
険
証
や
子
ど

も
医
療
証
な
ど
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
（
提
示

の
な
い
場
合
は
自
費
診
療

に
な
り
ま
す
）

▽
治
療
費
は
休
日
加
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
平
日
診

療
に
比
べ
て
割
高
に
な
り

ま
す▽

往
診
は
で
き
ま
せ
ん

▽
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん

▽
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い

▽
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い

※
病
気
や
ケ
ガ
で
迷
っ

た
と
き
や
、
ど
こ
の
病
院

へ
行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
き
な
ど
は
、

医
師
、
看
護
師
、
相
談
員

が
２４
時
間
体
制
で
、
病
院

の
案
内
お
よ
び
救
急
医
療

相
談
に
電
話
で
応
じ
る「
救

急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ

か
」
が
あ
り
ま
す
。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お

お
さ
か

＃
７
１
１
９
ま

た
は
０
６（
６
５
８
２
）７

１
１
９

◇

◇

�所
�問
休
日
急
病
診
療
所

（
西
岩
田
４
）

０
６（
６
７

８
９
）１
１
２
１
、�
０
６

（
６
７
８
９
）０
１
７
８

市
役
所
本
庁
舎
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
の
年

内
の
実
施
は
１２
月
２０
日

�
で
終
了
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
始
は
１
月

６
日
�
か
ら
再
開
し
、

そ
の
週
の
実
施
分
の
申

込
み
は
、
い
ず
れ
も
１２

月
２３
日
�
９
時
か
ら
電

話
ま
た
は
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
（
申
込
先
着

順
）。ぜひ

、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

�申
�問
市
政
情
報
相
談

課
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０
９
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０
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診
察
可
能
な
医
療
機
関
を

探
し
た
い
と
き
は
「
大
阪

府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
」
へ

２４
時
間
体
制
で
診
察
可

能
な
医
療
機
関
を
案
内
し

て
い
ま
す
。

大
阪
府
救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
６

９
３
）
１
１
９
９

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
へ「

多
量
の
出
血
が
あ
る
」

「
呼
吸
や
意
識
の
状
態
が

悪
い
」「
急
に
激
し
い
頭
痛

が
始
ま
っ
た
」「
急
に
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
く
な
っ
た
」

な
ど
、
緊
急
性
の
あ
る
場

合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番

で
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
で
の
１
１
９
番
は

や
め
て
�

年
末
年
始
に
な
る
と
１

１
９
番
で
病
院
を
教
え
て

ほ
し
い
と
い
う
問
合
せ
が

多
数
あ
り
ま
す
。
１
１
９

番
は
、
消
防
車
や
救
急
車

を
出
動
さ
せ
る
緊
急
の
電

話
番
号
で
す
。
問
合
せ
が

増
え
る
と
緊
急
対
応
へ
の

支
障
に
な
り
ま
す
の
で
、

や
め
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
消
防
局
通
信
指
令
室

０
７
２
（
９
６
６
）
９
６

６
５
、
�
０
７
２
（
９
６

６
）
９
６
６
９

１２
月
２８
日
�
〜
来
年
１
月
５
日
�

休
日
急
病
診
療
所
は
診
療
し
ま
す

年
末
年
始
の
医
療
機
関

困
っ
た
と
き
は

電
話
で
相
談
を 西岩田4-4-38

大
阪
中
央
環
状
線

大
阪
中
央
環
状
線

府道大阪枚岡線（産業道路）

●近鉄若江岩田駅下車、北西へ約１㎞

ショッピングショッピング
モールモール

マンションマンション

ガソリンガソリン
スタンドスタンド市

立
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー

市
立
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー

岩田西岩田西
小学校小学校

内科、小児科、歯科
１０時～１１時３０分
１３時～１６時３０分

１月５日�

内科、小児科１８時～２０時３０分１月４日�

内科、小児科、歯科
１０時～１１時３０分
１３時～１６時３０分

１２月２９日�
～１月３日�

内科、小児科１８時～２０時３０分１２月２８日�
診療科目受付時間診療日

永
和
・
花
園
・
四
条

図
書
館
は
、
年
末
年
始

も
開
館
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
四
条
図
書
館
は

１２
月
３０
日
�
、
花
園
図

書
館
は
１２
月
３１
日
�
、

定
例
休
館
日
で
す
。

大
�
・
石
切
分
室
の

休
館
日

大
�
分
室
は
１２
月
２９

日
�
〜
来
年
１
月
３
日

�
、
石
切
分
室
は
１２
月

２６
日
�
〜
来
年
１
月
４

日
�
の
間
、
休
館
し
ま

す
。

年
末
年
始
の
本
の
返

却
は
返
却
ポ
ス
ト
へ

年
末
年
始
も
本
の
返

却
ポ
ス
ト
は
使
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
石
切

駅
前
ポ
ス
ト
の
み
１２
月

３１
日
�
〜
来
年
１
月
３

日
�
は
閉
鎖
し
ま
す
。

◇

◇

�問
▽
永
和
図
書
館（
暫

定
施
設
）

０
６（
６
７

８
１
）５
５
０
０
、�
０

６（
６
７
８
４
）５
６
３

０

▽
花
園
図
書
館

０
７
２（
９
６
５
）７
７

０
０
、�
０
７
２（
９
６

５
）９
２
１
２

▽
四
条

図
書
館

０
７
２（
９
８

２
）１
２
３
５
、�
０
７

２（
９
８
４
）６
０
７
９

▽
大
�
分
室

０
６（
６

７
２
８
）
０
２
０
０
、

�
０
６
（
６
７
３
０
）

７
３
３
７

▽
石
切
分

室

０
７
２（
９
８
２
）

１
０
３
０
（
�
兼
用
）
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�
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�
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�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

川
口
誠
司
氏
と
山
本
吉
伸
氏
を
副
市
長

に
選
任
す
る
同
意
議
案
を
１１
月
２９
日
に

提
出
し
、
同
日
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

川
口
氏
は
再
任
と
な
り
、
新
た
に
山

本
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
元
年
１１
月
３０
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

�������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

川
口
誠
司
氏
と

山
本
吉
伸
氏
を
選
任

副
市
長
が
決
ま
り
ま
し
た

年
内
は
１２
月
２０
日
ま
で

年
始
は
１
月
６
日
か
ら

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

永和・花園・四条図書館

年末年始も開館

ご利用ください

たくさん本を読もう�

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）令和元年１２月１５日



平
成
３１
年
１
月
１
日
〜

令
和
元
年
１２
月
３１
日
の
間

に
得
た
収
入
に
か
か
る
令

和
２
年
度
の
個
人
住
民
税

（
市
・
府
民
税
）
か
ら
適

用
さ
れ
る
主
な
改
正
点
は

次
の
①
②
の
と
お
り
で
す
。

1

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

見
直
し

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象

と
な
る
地
方
自
治
体
を
、

一
定
の
基
準
に
基
づ
き
、

総
務
大
臣
が
指
定
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
地
方
自
治
体

は
、
総
務
省
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に

伴
い
、
６
月
１
日
以
降
に

対
象
外
の
地
方
自
治
体
に

寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
寄

附
金
税
額
控
除
の
特
例
控

除
お
よ
び
申
告
特
例
控
除

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
）
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
）
の
見
直
し

取
得
し
た
住
宅
に
１０
月

１
日
〜
来
年
１２
月
３１
日
に

居
住
し
た
場
合
、控
除
期
間

が
現
行
の
１０
年
間
か
ら
１３

年
間
に
３
年
間
延
長
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、住
宅
の
取

得
な
ど
に
か
か
る
対
価
の

額
ま
た
は
費
用
の
額
に
含

ま
れ
る
消
費
税
の
税
率
が

１０
％
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

１
年
目
〜
１０
年
目
は
、

従
来
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

と
同
様
の
控
除
額
と
な
り

ま
す
。
１１
年
目
以
降
の
３

年
間
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

可
能
額
は
次
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
に
な
り
ま
す
。

▽
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末

残
高
の
１
％

▽
建
物
の

取
得
価
格
の
２
％
÷
３

※
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
限
度
額
は
、
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。「
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能

額
の
う
ち
所
得
税
に
お
い

て
控
除
し
き
れ
な
い
額
」

ま
た
は
「
所
得
税
の
課
税

総
所
得
金
額
等
の
７
％（
最

高
１３
万
６
５
０
０
円
）」の

い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
適

用
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
伴
う
個
人
住
民
税

関
係
書
類
の
手
続
き

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）が
記
載
さ
れ
た
申
告
書

な
ど
を
提
出
す
る
際
は
、

第
三
者
に
よ
る
な
り
す
ま

し
を
防
止
す
る
た
め
、
番

号
法
に
基
づ
き
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。
本
人
確
認

と
し
て
、「
番
号
確
認
」（
提

供
さ
れ
た
個
人
番
号
が
正

し
い
こ
と
の
確
認
）
お
よ

び
「
身
元
確
認
」（
個
人
番

号
を
提
供
す
る
方
が
本
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
）
を

実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
い

ず
れ
か
で
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
。

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド（
番

号
・
身
元
確
認
）

▽
通

知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番

号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票

の
写
し
（
番
号
確
認
）
と

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
証

明
書
（
身
元
確
認
）

※

顔
写
真
付
き
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健

康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・

児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
点
、

も
し
く
は
顔
写
真
な
し
の

社
員
証
・
学
生
証
、
納
税

通
知
書
、
税
や
公
共
料
金

の
領
収
書
な
ど
の
う
ち
２

点
以
上
必
要
で
す
。

代
理
人（
後
見
人
な
ど
の

法
定
代
理
人
・
税
理
士
な

ど
）が
提
出
す
る
際
に
は
、

「
番
号
確
認
」
の
ほ
か
に
、

「
代
理
権
の
確
認
」と「
代
理

人
の
身
元
確
認
」も
実
施
し

ま
す
。身
元
確
認
書
類
は
顔

写
真
付
き
証
明
書
が
な
い

場
合
は
２
点
必
要
で
す
。

申
告
受
付
の
日
程
な
ど

詳
し
く
は
、
来
年
２
月
の

市
政
だ
よ
り
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
事
業
主
（
給
与

支
払
者
）
か
ら
市
町
村
へ

提
出
す
る
給
与
支
払
報
告

書（
１
月
３１
日
提
出
期
限
）

な
ど
の
個
人
住
民
税
関
係

書
類
に
も
、
個
人
・
法
人

番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

公
的
年
金
な
ど
の
収
入

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
金

額
が
２０
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
場
合
は
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
税
務
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、確
定
申
告
書
が
提

出
不
要
で
も
、年
金
か
ら
差

引
き
さ
れ
て
い
な
い
社
会

保
険
料
控
除
、生
命
保
険
料

控
除
、地
震
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、個
人
住
民
税
申
告

書
の
提
出
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収

大
阪
府
お
よ
び
府
内
全

４３
市
町
村
は
、
平
成
３０
年

度
か
ら
、
原
則
と
し
て
法

定
要
件
に
該
当
す
る
事
業

主
全
て
を
特
別
徴
収
義
務

者
に
指
定
し
、
個
人
住
民

税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
（
給
与
か
ら
差
引
き
）

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
は
、
事
業
主

（
給
与
支
払
者
）が
所
得
税

の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、従

業
員（
納
税
義
務
者
）に
代

わ
り
、毎
月
の
従
業
員
に
支

払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
差
し
引
い
て
納
入
す

る
制
度
で
、地
方
税
法
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
は
、
税
額

の
計
算
を
市
町
村
が
行
い

ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ

う
に
事
業
主
が
税
額
を
計

算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
従
業
員
に
と

っ
て
は
、
年
４
回
納
め
る

普
通
徴
収
に
比
べ
、
特
別

徴
収
は
１２
回
に
分
け
て
給

与
か
ら
差
し
引
か
れ
る
の

で
、
月
々
の
負
担
軽
減
に

な
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇

◇

�問
市
民
税
課

０
６（
４

３
０
９
）３
１
３
５
、�
０

６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

と
は
寒
暖
差
に
よ
っ
て
血

圧
が
変
動
し
、
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す

症
状
の
こ
と
で
す
。
特
に

冬
の
風
呂
場
で
起
こ
り
や

す
く
、
寒
い
脱
衣
場
で
血

圧
が
上
が
っ
た
直
後
、
熱

つ

い
風
呂
に
長
時
間
浸
か
っ

て
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
激
な
温
度

変
化
で
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

が
生
じ
ま
す
。

入
浴
の
際
に
は
、
脱
衣

場
や
浴
室
を
暖
か
く
し
て

寒
暖
差
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
体
調
が
万
全

で
な
い
と
き
や
、お
酒
を
飲

ん
だ
直
後
に
は
入
浴
を
控

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
意
外
に
多
い
入
浴
中

の
事
故
「
今
日
は
長
い

な
？
」
は
危
険
信
号
】

家
族
が
入
浴
中
に
異
変

を
感
じ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
様
子
を
見
に
行
き
ま
し

ょ
う
。
万
一
、
浴
槽
内
で

意
識
を
な
く
し
て
い
た
ら
、

顔
が
浸
か
ら
な
い
よ
う
に

浴
槽
の
栓
を
抜
い
て
、
す

ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
消
防
局
警
備
課

０

７
２
（
９
６
６
）
９
６
６

４
、
�
０
７
２（
９
６
６
）

９
６
６
９

市
内
の
火
災
発
生
件
数

は
１１
月
末
現
在
１
４
６
件

で
、
そ
の
う
ち
５４
件
が
住

宅
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

慌
た
だ
し
く
な
る
年
末
、

し
っ
か
り
と
火
災
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
の
大
チ
ャ
ン
ス

大
掃
除
で
火
災
ゼ
ロ
�

大
掃
除
の
と
き
、
忘
れ

て
は
い
け
な
い
の
が
コ
ン

セ
ン
ト
に
被
っ
た
ほ
こ
り

の
掃
除
で
す
。
ほ
こ
り
の

被
っ
た
コ
ン
セ
ン
ト
を
放

置
す
る
と
、
湿
気
な
ど
で

通
電
し
て
発
火
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
い
い
、

大
変
危
険
で
す
。
大
掃
除

は
、
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
場
所
、
家
具
や
家

電
の
裏
に
隠
れ
た
コ
ン
セ

ン
ト
を
掃
除
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
家
具
な
ど
を
移
動
さ

せ
る
と
き
は
、
電
気
コ
ー

ド
を
踏
み
つ
け
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

傷
つ
い
た
コ
ー
ド
も
火
事

の
元
で
す
。

そ
し
て
、
大
掃
除
で
踏

み
台
を
用
意
し
た
と
き
こ

そ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

点
検
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

点
検
は
、
ボ
タ
ン
を
押
す

か
ひ
も
を
引
く
こ
と
で
簡

単
に
で
き
ま
す
。
忘
れ
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
１１
月
末
時
点
で

火
災
原
因
の
１
位
は
放
火

で
す
。
大
掃
除
で
出
た
ご

み
は
家
の
周
り
に
放
置
せ

ず
、
指
定
さ
れ
た
日
の
朝

に
出
す
な
ど
処
分
方
法
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

鍋
料
理
が
多
く
な
る
時
期

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
注
意

寒
い
日
の
鍋
料
理
は
格

別
で
す
ね
。
し
か
し
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
処
分
に

は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
使
い
終
わ
っ
た
ボ
ン

ベ
の
穴
あ
け
を
台
所
で
行

い
、
残
っ
て
い
た
ガ
ス
が

こ
ん
ろ
の
火
や
静
電
気
で

引
火
す
る
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ボ
ン
ベ
は
使

い
切
っ
て
か
ら
、「
か
ん
・

び
ん
」の
日
に
捨
て
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
無
理

に
穴
を
あ
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
穴
を
あ
け
る

際
は
屋
外
で
行
い
、
室
内

で
の
穴
あ
け
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
間
違
っ
て
不
燃

ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
捨
て

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◇

◇

�問
消
防
局
予
防
広
報
課

０
７
２
（
９
６
６
）
９
６

６
２
〜
９
６
６
３
、
�
０

７
２（
９
６
６
）９
６
６
９

脱
衣
場
で
ヒ
ヤ
リ
、
お
風
呂
で
ぽ
か
ぽ
か

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
注
意

令
和
２
年
度

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

������������������������������������������������������������

火災予防に取り組もう

年末年始は火災にご注意�
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市
で
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
を
対
象
に
、
人
間

ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

来
年
４
月
１
日
か
ら
、

左
の
と
お
り
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
手
続
き
が
変
更
と

な
り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク

受
診
希
望
の
方
は
、
受
診

前
に
「
人
間
ド
ッ
ク
受
診

券
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、４０
歳
〜
７４
歳
の

方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
こ
と
で
、特
定
健
康

診
査
を
同
時
に
受
診
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
来
年
４
月
〜
５

月
に
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

を
希
望
す
る
方
は
、
来
年

３
月
か
ら
資
格
給
付
課
ま

た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
受
付
を
開
始
し
ま

す
。４
月
以
降
に
助
成
対
象

と
な
る
方
に
は
、「
人
間
ド

ッ
ク
受
診
券
」を
送
付
し
ま

す
の
で
、受
診
当
日
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、助

成
対
象
外
の
方
に
は
、「
人

間
ド
ッ
ク
受
診
非
該
当
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
は
、
健
康

の
状
態
を
知
り
、
日
頃
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
す
。
病

気
の
早
期
発
見
・
治
療
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�対
受
診
時
に
納
期
が
き

て
い
る
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
７４
歳
以
下
の
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者

※

４０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
年
度

内
に
特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
て
い
な
い
こ
と
。
受

診
券
を
発
行
後
、
受
診
当

日
ま
で
に
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
は
対
象
外
。
対
象

外
の
方
が
受
診
し
た
場
合

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

助
成
額

▽
人
間
ド
ッ

ク
日
帰
り
コ
ー
ス
受
診
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
２
万

１
０
０
０
円
）

▽
人
間
ド

ッ
ク
と
同
時
受
診
の
脳
Ｍ

Ｒ
検
査
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
１
万
３
０
０
０
円
）

�申
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
、
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
直
接

�申
�問
助
成
に
つ
い
て
�

医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

６
７
、
�
０
６
（
４
３
０

９
）
３
８
０
４

�問
指
定
医
療
機
関
契
約

に
つ
い
て
�
医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）３
０
５
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
末
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
や

遅
れ
て
い
る
方
は
、
速
や

か
に
医
療
保
険
室
保
険
料

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
保
険
料
を
滞
納
す

る
と
、
財
産
（
預
貯
金
、

給
与
、不
動
産
な
ど
）

の
差
押
え
な
ど
の
滞

納
処
分
を
行
い
ま
す
。

特
別
な
事
情
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
室
保
険

料
課
で
は
、
月
曜
日

〜
金
曜
日
（
祝
休
日

を
除
く
）
９
時
か
ら
１７
時

３０
分
ま
で
、納
付
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
の
際

は
、
収
入
・
支
出
の
生
活

状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

印
鑑
と
被
保
険
者
証
ま
た

は
保
険
料
決
定
通
知
書

（
納
付
書
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
納
付
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
休
日
納
付
相
談
】

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
納

付
相
談
が
困
難
な
方
は
、

次
の
と
お
り
休
日
相
談
も

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�時
１２
月
２８
日
�
９
時
〜

１２
時

�所
医
療
保
険
室
保

険
料
課

今
年
１
月
〜
１２
月
に
口

座
振
替
で
納
付
さ
れ
た
保

険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る

「
口
座
振
替
済
額
通
知
書
」

を
来
年
１
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
所
得
申
告
の
と

き
に
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、
�
０
６
（
４

３
０
９
）
３
８
０
７

来
年
１
月
２６
日
�
に

特
定
健
診
と
が
ん
検
診

の
集
団
セ
ッ
ト
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
希
望
者

は
特
定
健
診
と
と
も
に

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん（
検

診
当
日
４０
歳
以
上
で
今

年
度
未
受
診
の
方
の

み
）、
乳
が
ん（
平
成
３１

年
４
月
１
日
現
在
、
４０

歳
以
上
で
偶
数
年
齢
の

女
性
の
み
）
検
診
も
受

診
で
き
ま
す
。
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
は
で
き

ま
せ
ん
。

�時
来
年
１
月
２６
日
�

９
時
〜
１２
時

�所
保
健
所
大
会
議
室

�対
４０
歳
〜
７４
歳
の
市

国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
今
年
度
特
定
健
診

を
受
け
て
い
な
い
方

�定
▽
特
定
健
診
・
大

腸
が
ん
検
診
・
肺
が
ん

検
診
�
各
３０
人

▽
乳

が
ん
検
診
�
１０
人

※

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
。

�内
問
診
、
診
察
、
測

定
（
身
長
、
体
重
、
腹

囲
、
血
圧
）、
血
液
検
査

（
血
糖
・
脂
質
・
肝
機

能
・
腎
機
能
検
査
）、尿

検
査
な
ど

※
大
腸
が

ん
検
診
受
診
者
は
２
０

０
円
、
乳
が
ん
検
診
受

診
者
は
８
０
０
円
が
必

要
。�持

被
保
険
者
証
、
特

定
健
康
診
査
受
診
券
・

が
ん
検
診
受
診
証
（
手

元
に
な
い
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）、高
齢
受
給

者
証
（
お
持
ち
の
方
）

�申
基
本
事
項
（
１１
面

に
掲
載
）
と
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
希
望
の
有
無
を
１２
月

２３
日
�
ま
で
に
電
話
で

（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
直
接
も
可
）

�申
�問
医
療
保
険
室
保

険
管
理
課

０
６
（
４

３
０
９
）
３
０
５
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
５
、
�iry

o
k

a
n
ri@
city
.h
ig
a
s

h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

人間ドック受診前に、資格給付課または行政サービスセ
ンターで人間ドック受診券を申請

↓
助成対象となる方には、人間ドック受診券を交付（行政
サービスセンターで申請した場合は後日郵送）

↓
人間ドック受診券を受け取った後、指定医療機関（下表
参照）に「国保の人間ドック」と予約する

↓
受診当日、人間ドック受診券、被保険者証、特定健康診
査受診券（４０歳～７４歳の方のみ）を持参し、自己負担額
（受診費用全額から助成額を引いた額）を医療機関に支
払う

指定医療機関（下表参照）に「国

保の人間ドック」と予約する

↓

受診当日、被保険者証を持参し、

受診費用全額を医療機関に支払う

↓

資格給付課または行政サービスセ

ンターで人間ドックの助成を申請

↓

後日、助成額が指定された口座に

振り込まれる

令和２年度以降（来年４月１日～）令和元年度まで（～来年３月３１日）

人間ドック助成手続きの流れ

有０６（６４５１）６１００中之島クリニック

市
外
医
療
機
関

有０６（６２１３）７２３０大野クリニック

有０６（６７７５）３１３１
大阪警察病院付属
人間ドッククリニック

無０６（６２４３）５４０１飯島クリニック

無０６（６９４９）０３０５
アムスニューオータニ
クリニック

無０６（６３２３）２６５０あけぼのGMクリニック

有０７２（９６６）８１６６
森本記念クリニック
健診センター

市
内
医
療
機
関

無０６（６７４４）０１１１ながはら病院

有０６（６７８１）５１０１市立東大阪医療センター

有０７２（９８８）３１２１石切生喜病院

有０６（６７２１）０１５１池田病院

脳ＭＲ検査電話番号医療機関名

指定医療機関一覧 （令和元年１２月１日現在）
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� 人間ドック受診前に申請が必要になります。
� 受診医療機関窓口での支払額が軽減されます。
� 同一年度には人間ドックと特定健診のいずれか一
方しか受診できません。

令和２年度から変わること

国
保
・
後
期
高
齢

納
付
が
困
難
な
方
は

相
談
を

来年１月中旬に送付

口座振替済額
通知書

１月２６日�に集団セット健診を実施

来
年
４
月
１
日
か
ら

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

国保

特定健診＋がん検診国保

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）令和元年１２月１５日

mailto:iryokanri@city.higashiosaka.lg.jp


※�����のうち１つのみ補講可能。都合が悪い場合は、ご相談
ください。

修了後の個別面談
�１０時～１６時の間で２０
分程度

３月３日�
・５日�

修了式・登録・交流会�１３時３０分～１６時３月２日� シェアリング・修了テスト�１０時～１２時３０分
家庭の中で活動する２�１３時４５分～１６時３０分２月１７日� 家庭の中で活動する１	１０時～１２時４５分
地域の子育て支援の実際と連携
１３時３０分～１６時２月１０日� 問題や悩みのある家庭への理解�１０時～１２時３０分
ホームビジターの実務�１３時３０分～１６時３０分２月３日� 家庭で活動するときのポイント�１０時～１２時３０分
傾聴の意義と方法２１３時１５分～１６時３０分１月２７日� 傾聴の意義と方法１�１０時～１２時１５分
子どもの理解�１３時３０分～１６時３０分１月２０日� 家庭とは何か、親とは何か�１０時～１２時３０分
ホームスタートの役割と意義�１３時３０分～１６時１月１６日� オリエンテーション�１０時～１２時３０分

内 容と き
ボランティア養成講座カリキュラム

子
育
て
中
の
保
護
者
は

「
初
め
て
の
子
育
て
で
誰

か
い
っ
し
ょ
に
い
て
ほ
し

い
」「
子
ど
も
を
連
れ
て
外

出
が
し
づ
ら
く
親
子
で
家

に
こ
も
り
が
ち
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安

を
抱
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
そ
れ
ら
の
不

安
を
少
し
で
も
解
消
す
る

た
め
、
平
成
３０
年
７
月
か

ら
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業

を
始
め
、
子
ど
も
を
育
む

あ
た
た
か
な
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、

未
就
学
児
が
い
る
家
庭
を

訪
問
し
、
保
護
者
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ

に
家
事
や
育
児
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

【
活
動
日
数
】

１
年
に
１
人
〜
２
人
程

度
の
利
用
者
を
担
当
し
、

１
人
の
利
用
者
に
対
し
て
、

週
に
２
時
間
×
４
回
〜
６

回
訪
問
し
ま
す
。

【
安
心
安
全
の
フ
ォ
ロ

ー
体
制
】

▽
調
整
ス
タ
ッ
フ
が
、

利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す

▽
訪
問
の
た
び
に
、
調

整
ス
タ
ッ
フ
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
報
告
を
受
け
、
次

の
訪
問
の
活
動
内
容
を
い

っ
し
ょ
に
決
め
ま
す

▽
利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
連
絡
先
の
交
換

を
一
切
し
ま
せ
ん
。連
絡
は

全
て
調
整
ス
タ
ッ
フ
を
介

し
ま
す

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
た
め
に
は
】

子
育
て
経
験
が
あ
り
、

養
成
講
座
（
無
料
・
７
日

間
と
別
日
に
２０
分
程
度
の

面
談
）
を
受
講
、
修
了
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
訪
問
活
動
に
協
力
い

た
だ
く
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
講
座
の
日
程
は

表
の
と
お
り
で
す
。

�所

き

ら

り

希
来
里
（
若
江
岩
田
駅

前
）。◇

◇

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
東
大
阪
子
育
て
ほ
っ
と

ネ
ッ
ト
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か（
左
の
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
）、お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

�問
▽
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

・
東
大
阪

０
７
０
（
２

３
１
１
）
９
８
９
１

▽

子
ど
も
見
守
り
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
９
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
１
７

ホームスタート

家庭訪問型
子育て支援ボランティアを募集

������������������������������������������������������������

来
年
４
月
採
用
の
市
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
職
種

や
採
用
予
定
人
数
な
ど
は

表
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
日
本
国
籍
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
受
験

で
き
、
申
込
み
時
の
請
求

に
基
づ
い
て
不
合
格
者
の

み
試
験
成
績
を
開
示
し
ま

す
。土

木
（
民
間
企
業
等

経
験
者
）

試
験
日
・
�内
�所
▽
一
次

�
来
年
１
月
１２
日
�
（
専

門
試
験�
択
一
式
	、
小
論

文
、
適
性
検
査
）
／
盾
津

中
学
校

▽
二
次
�
１
月

下
旬
予
定
（
個
別
面
接
）

／
東
大
阪
市
内

※
二
次

試
験
は
一
次
試
験
合
格
者

の
み
実
施
。
小
論
文
は
一

次
試
験
日
に
実
施
し
ま
す

が
、
採
点
は
一
次
試
験
合

格
者
の
み
実
施
し
、
そ
の

得
点
を
二
次
試
験
の
結
果

に
反
映
し
ま
す
。
ま
た
適

性
検
査
に
つ
い
て
も
一
次

試
験
日
に
実
施
し
ま
す
が
、

一
次
試
験
合
格
者
の
み
回

答
結
果
を
読
み
取
り
、
二

次
試
験
の
個
別
面
接
時
の

参
考
資
料
と
し
ま
す
。

一
般
職
非
常
勤
職
員

任
用
期
間

令
和
３
年

３
月
３１
日
ま
で

※
勤
務

成
績
に
応
じ
て
１
年
を
超

え
な
い
範
囲
で
任
期
を
更

新
す
る
場
合
あ
り
。
た
だ

し
、
６５
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
３１
日
を

超
え
て
任
期
の
更
新
は
で

き
ま
せ
ん
。

試
験
日
・
�内
�所
▽
一
次

�
来
年
１
月
１２
日
�
（
業

務
適
性
検
査�
択
一
式
	、

体
力
測
定
）
／
盾
津
中
学

校

▽
二
次
�
１
月
下
旬

予
定
（
個
別
面
接
）
／
東

大
阪
市
内

※
二
次
試
験

は
一
次
試
験
合
格
者
の
み

実
施
。

任
期
付
職
員

任
用
期
間

▽
昭
和
３０

年
４
月
２
日
〜
昭
和
３１
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
�

令
和
３
年
３
月
３１
日
ま
で

▽
昭
和
３１
年
４
月
２
日
〜

昭
和
３２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
�
令
和
４
年
３
月

３１
日
ま
で

▽
昭
和
３２
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
�
令
和
５
年
３
月
３１
日

ま
で
（
令
和
７
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
で
任
期
を
更

新
す
る
場
合
あ
り
。
た
だ

し
、
６５
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
３１
日
を

超
え
て
任
期
の
更
新
は
で

き
ま
せ
ん
）

【
福
祉
（
生
活
保
護
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
・
保
健

師
】試

験
日
・
�内
�所
▽
来
年

１
月
１２
日
�
（
専
門
試
験

�
記
述
式
	
）
／
盾
津
中
学

校

▽
１
月
下
旬
予
定（
個

別
面
接
）
／
東
大
阪
市
内

【
事
務
】

試
験
日
・
�内
�所
▽
一
次

�
来
年
１
月
１２
日
�
（
Ｓ

Ｐ
Ｉ
３
�
基
礎
能
力
検

査
	）／
盾
津
中
学
校

▽

二
次
�
１
月
下
旬
予
定（
個

別
面
接
）
／
東
大
阪
市
内

※
二
次
試
験
は
一
次
試
験

合
格
者
の
み
実
施
。

【
保
育
士
】

試
験
日
・
�内
�所
▽
来
年

１
月
１２
日
�
（
専
門
試
験

�
択
一
式
	
）
／
盾
津
中
学

校

▽
１
月
下
旬
予
定（
個

別
面
接
）
／
東
大
阪
市
内

全
職
種
共
通
事
項

合
格
発
表
（
予
定
）

▽
一
次
�
来
年
１
月
２２
日




▽
二
次
�
２
月
７
日

�

※
任
期
付
職
員
（
福

祉
�
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
	、保
育
士
お
よ
び

保
健
師
）
は
２
月
７
日
�

合
格
発
表
。

�申
▽
土
木
（
民
間
企
業

等
経
験
者
）
・
清
掃
作
業

員
・
学
校
校
務
員
・
事
務

・
保
育
士
�
申
込
書
を
１２

月
１６
日
�
〜
２１
日
�
（
消

印
有
効
）
に
郵
送
ま
た
は

２３
日
�
ま
で
に
直
接

▽

福
祉
（
生
活
保
護
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
）
・
保
健
師
�

申
込
書
を
１２
月
１６
日
�
〜

来
年
１
月
５
日
�
（
消
印

有
効
）
に
郵
送
ま
た
は
７

日
�
ま
で
に
直
接

※
詳

細
は
必
ず
募
集
要
項
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
募
集
要

項
や
申
込
書
は
１２
月
９
日

�
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
市

役
所
本
庁
舎
９
階
人
事
課

・
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
も
交
付
。

◇

◇

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
人
事
課

０
６
（
４

３
０
９
）
３
１
１
７
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
９

い
っ
し
ょ
に
働
き
ま
せ
ん
か

令
和
２
年
度
採
用

市
職
員
を
募
集

保健師免許を取得または令和
２年３月３１日までに取得見込
みの方

昭和３０年４月２日以
降に生まれた方

３人保健師

保育士資格および幼稚園教諭
免許を取得または令和２年３
月３１日までに取得見込みの方

昭和３０年４月２日以
降に生まれた方

３人保育士

パソコンの基本操作（文書作
成や表計算処理など）ができ
る方

昭和３０年４月２日～
平成１４年４月１日に
生まれた方

７人事務

社会福祉主事の任用資格を取
得または令和２年３月３１日ま
でに取得見込みの方

昭和３０年４月２日以
降に生まれた方

４８人
福祉

（生活保護ケー
スワーカー）

資 格 な ど年 齢採用予定
人数職種

【任期付職員】 ☆勤務形態は週３１時間勤務（週４日）となります

校舎内外の清掃、ごみの処理、設
備の点検および軽易な維持補修、
草木の管理など、市立学校の環境
整備に関する業務

昭和３０年４月
２日～平成１４
年４月１日に
生まれた方

５人学校校務員

家庭ごみなどの収集に関する業務３人清掃作業員

業 務 内 容年 齢採用予定
人数職種

【一般職非常勤職員】 ☆勤務形態は週３５時間勤務（週５日）となります

学校教育法による大学の専門課程
を修了程度の学力がある方で民間
企業などにおいて、平成２６年４月
１日～令和元年１２月３１日に３年以
上の継続した勤務経験がある方

昭和３５年４月
２日～平成１０
年４月１日に
生まれた方

６人
土木（民間企
業等経験者）

資 格 な ど年 齢採用予定
人数職種

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 令和元年１２月１５日

https://kosodate-hot.net/category/homestart-news/


１
面
の
つ
づ
き

３
つ
の
改
革

１

市
役
所
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
る

地
方
自
治
体
の
基
本
的

な
役
割
で
あ
る
「
住
民
福

祉
の
増
進
」
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
は
、
将
来
を

見
越
し
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
な
ど
に
も
充
分
に
対

応
で
き
る「
強
い
自
治
体
」

と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
少

子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を

図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

効
果
を
生
み
出
す
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２

学
校
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
る

本
市
の
将
来
を
支
え
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

を
整
備
し
、学
力
向
上
に
努

め
る
こ
と
は
、子
ど
も
の
未

来
を
明
る
く
す
る
と
と
も

に
、本
市
の
都
市
と
し
て
の

品
格
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。小

中
学
校
等
の
老
朽
化

対
策
予
算
を
増
額
す
る
な

ど
、子
ど
も
た
ち
が
、快
適

に
学
び
、成
長
で
き
る
教
育

環
境
の
改
善
・
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、屋

内
運
動
場
の
暑
さ
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、実
施
手
法

と
財
源
の
確
保
を
併
せ
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
本
市
に
お
き

ま
し
て
、
小
中
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
に
、ラ
グ
ビ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
本
市

を
拠
点
と
し
て
活
躍
す
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
指

導
者
と
し
て
招
く
な
ど
、

本
市
独
自
の
教
育
の
創
造

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
政
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
中
一
貫
教
育
の

未
来
市
民
教
育
を
深
化
さ

せ
る
取
組
み
を
教
育
委
員

会
に
強
く
求
め
る
と
と
も

に
、
確
か
な
学
力
の
育
成

を
図
る
た
め
、
小
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
１
人
に
１

台
ず
つ
、
学
習
者
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
を
整
備
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
協
議
会
の

機
能
と
役
割
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議

会
）
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３

地
域
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
こ
れ
ま
で
市
民
の

皆
さ
ま
と
培
っ
て
き
た
各

種
の
取
組
み
を
糧
と
し
、

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の

支
援
な
ど
の
公
民
連
携
や

民
民
連
携
を
加
え
た
、
新

た
な
仕
組
み
の
構
築
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
つ
の
基
本
政
策

１

安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

大
規
模
な
自
然
災
害
等

が
発
生
し
て
も
致
命
的
な

被
害
を
負
わ
な
い「
強
さ
」

と
、
速
や
か
に
復
旧
復
興

で
き
る
「
し
な
や
か
さ
」

を
も
っ
た
地
域
づ
く
り
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
、
東

大
阪
市
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
の
策
定
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
版
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
で
培
っ

た
自
主
防
災
会
の
取
組
み

を
深
化
さ
せ
、
災
害
時
の

一
人
ひ
と
り
の
避
難
行
動

を
時
系
列
化
し
た
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
や
、

防
災
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

治
安
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
警
察

や
防
犯
協
議
会
、
教
育
機

関
等
と
連
携
し
て
啓
発
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
に

は
、
子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
子
育
て
環

境
の
整
備
や
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
全
世
代
が
と

も
に
楽
し
め
る
、
新
た
な

魅
力
の
創
出
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
、
待

機
児
童
解
消
と
、
在
宅
の

子
育
て
支
援
を
含
め
た
保

育
の
質
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
魅
力
の
創
出
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
」
ら
し
く
、
ラ

グ
ビ
ー
に
よ
る
活
性
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
の
聖

地
に
サ
ッ
カ
ー
も
加
え
た

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
聖
地
と

し
て
新
た
な
魅
力
づ
く
り

を
検
討
す
る
な
ど
、
花
園

中
央
公
園
を
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
、
ラ
グ
ビ
ー
・
サ

ッ
カ
ー
・
野
球
な
ど
を「
み

る
」
楽
し
み
、
ウ
ィ
ル
チ

ェ
ア
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
新

た
な
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」

楽
し
み
、
近
鉄
ラ
イ
ナ
ー

ズ
、
Ｆ
Ｃ
大
阪
、
０６
ブ
ル

ズ
な
ど
本
市
を
活
動
拠
点

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

を
応
援
し
「
さ
さ
え
る
」

楽
し
み
な
ど
、誰
も
が
と
も

に
楽
し
め
る
新
た
な
取
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３

人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
し
、
未
来
に
希
望
が

も
て
る
ま
ち
で
あ
る
た
め

に
は
、全
て
の
人
々
が
支
え

る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
権
施
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対
し

市
民
の
皆
さ
ま
に
関
心
を

向
け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
気
づ

き
か
ら
行
動
に
つ
な
が
る

よ
う
、
各
種
の
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
施
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
地

域
の
高
齢
者
が
医
療
や
介

護
な
ど
の
資
源
を
効
果
的

に
活
用
で
き
る
地
域
資
源

マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
を
支
え
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

お
よ
び
認
知
症
初
期
集
中

支
援
事
業
の
充
実
な
ど
認

知
症
対
策
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
か
か
り
つ
け
医
」、「
か

か
り
つ
け
歯
科
医
」、「
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
」
を
も

つ
こ
と
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
に
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
、
薬
剤
師
会
と
連

携
を
図
る
な
ど
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
が
社

会
問
題
に
発
展
し
て
お
り

ま
す
。
職
員
を
は
じ
め
組

織
と
し
て
も
専
門
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
最
も
身

近
な
場
所
で
寄
り
添
い
な

が
ら
継
続
的
な
支
援
を
実

施
す
る
「
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
」を
設
置
し
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
権

利
や
育
つ
権
利
を
守
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
施
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
手
話
の
普
及
や

啓
発
に
努
め
障
害
者
の
権

利
擁
護
を
推
進
す
る
な
ど
、

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

在
留
外
国
人
へ
の
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
多
言
語
で
の
行
政

情
報
の
提
供
な
ど
、
共
生

社
会
の
実
現
を
図
る
取
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４

健
康
に
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
さ
ま
が
と
も

に
支
え
あ
い
、
健
康
で
心

豊
か
に
生
活
で
き
る
活
力

あ
る
社
会
の
実
現
の
た
め

に
、「
第
２
次
東
大
阪
市
健

康
増
進
計
画

健
康
ト
ラ

イ
２１
」
の
取
組
み
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

が
ん
検
診
や
特
定
健
診

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

啓
発
や
受
診
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
い
、
受
診

者
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

市
立
東
大
阪
医
療
セ
ン

タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、市
民
の
皆
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
地
・
空
き

家
対
策
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
「
東
大
阪
市
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
に
ト

ラ
イ
�
宣
言
」
の
方
針
で

示
さ
れ
た
取
組
み
を
進
め
、

レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
９
月
に
文
化
創
造

館
が
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

「
夢
に
出
会
う
。
夢
に
む

か
う
。
夢
を
か
な
え
る
。」

そ
れ
ら
全
て
が
で
き
る
文

化
創
造
館
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
他
の
文
化
施
設

な
ど
に
お
い
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
・
芸
術
に
気
軽
に
、

ま
た
、
身
近
に
親
し
め
る

機
会
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
心
の
豊
か
さ
」

を
感
じ
ら
れ
る
文
化
の
ま

ち
の
取
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

５

中
小
企
業
が
元
気
な

ま
ち
づ
く
り

本
市
産
業
の
重
要
な
存

立
基
盤
で
あ
る
市
内
企
業

の
維
持
お
よ
び
発
展
の
た

め
に
、
引
き
続
き
、
事
業

承
継
に
関
す
る
相
談
や
外

国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を

希
望
す
る
企
業
へ
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
花
園
開
催

を
契
機
と
し
て
、
各
国
領

事
館
と
、
市
内
企
業
と
の

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
、

ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
本

年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
参
加

国
や
参
加
企
業
の
拡
充
を

図
り
、
市
内
企
業
の
海
外

展
開
の
機
会
の
創
出
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
・
健
康
産
業
な
ど

先
端
分
野
へ
の
市
内
企
業

の
参
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
展

示
商
談
会
の
開
催
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
内
企
業
と
実
績
の
あ
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
り
、
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
重
要
な
資
源
を
活

か
し
た
付
加
価
値
の
高
い

製
品
開
発
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

２
０
２
５
大
阪
・
関
西

万
博
と
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
西
経
済
同
友

会
や
東
大
阪
商
工
会
議
所

な
ど
の
地
域
経
済
団
体
と

連
携
を
図
り
、
市
内
企
業

が
有
す
る
シ
ー
ズ
と
新
た

な
産
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
場
の
創
出
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
、３
期
１２
年
で
積
み

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
３

つ
の
改
革
と
５
つ
の
基
本

政
策
の
実
績
を
さ
ら
に
進

化
・
加
速
さ
せ
、活
力
と
魅

力
溢
れ
る
東
大
阪
を
創
造

す
る
こ
と
が
、私
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
令
和
３
年
度
か

ら
１２
年
度
ま
で
の
１０
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
、
第

３
次
総
合
計
画
を
策
定
中

で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
本

市
の
強
み
で
あ
る
モ
ノ
づ

く
り
の
技
術
、
４
大
学
が

育
成
す
る
多
様
な
人
材
、

市
内
外
へ
の
交
通
網
の
発

展
や
市
域
全
域
で
行
わ
れ

て
い
る
市
民
活
動
な
ど
、

本
市
を
構
成
す
る
全
て
の

主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
通
じ
て
つ
な
が
り
、
ひ

び
き
あ
い
な
が
ら
新
た
な

も
の
を
生
み
出
す
ま
ち
の

姿
を
、
本
市
の
新
た
な
将

来
都
市
像
と
し
て
定
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継

い
だ
、
必
要
な
も
の
は
何

で
も
つ
く
り
だ
す
モ
ノ
づ

く
り
の
精
神
と
、
ラ
グ
ビ

ー
の
も
つ
団
結
力
や
す
が

す
が
し
さ
を
、
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
と
し
て
継
承
し

な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
光

り
輝
き
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、生
ま
れ
育
っ
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
東
大
阪
を

創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

◇

所
信
表
明
全
文
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と

し
て
大
活
躍
し
、史
上
初
の

ベ
ス
ト
８
進
出
に
貢
献
し

た
ト
ン
プ
ソ
ン

ル
ー
ク
選

手
が
花
園
友
情
大
使
に
就

任
し
ま
し
た（
左
上
写
真
）。

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
特
に

ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
で
あ
る

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
を
核

と
す
る
取
組
み
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
、
花
園

大
使
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ト
ン
プ
ソ
ン
選
手
は
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
大
会
で
の

活
躍
が
、
市
民
に
深
い
感

動
と
希
望
を
与
え
た
こ
と

な
ど
か
ら
花
園
友

情
大
使
に
就
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。

１１
月
２５
日
、
市

役
所
本
庁
舎
１
階

で
行
わ
れ
た
就
任

式
に
は
、
ト
ン
プ

ソ
ン
選
手
を
ひ
と

目
見
よ
う
と
、
た

く
さ
ん
の
市
民
や

フ
ァ
ン
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

式
典
で
ト
ン
プ
ソ
ン
選

手
は
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し

い
経
験
が
で
き
た
。
チ
ー

ム
で
結
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
熱

戦
を
振
り
返
り
、「
花
園
は

特
別
な
場
所
。
１４
年
間
花

園
で
プ
レ
ー
し
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
あ
る
。
す

ば
ら
し
い
フ
ァ
ン
や
サ
ポ

ー
タ
ー
に
感
謝
し
て
い

る
。
ま
た
花
園
に
戻
っ
て

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
１１
月
２４
日
に
、

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行

わ
れ
た
ト
ン
プ
ソ
ン
選
手

が
所
属
す
る
近
鉄
ラ
イ
ナ

ー
ズ
の
リ
ー
グ
戦
に
は
、

１
万
５
０
０
０
人
を
超
え

る
フ
ァ
ン
や
サ
ポ
ー
タ
ー

が
訪
れ
、
ト
ン
プ
ソ
ン
選

手
の
花
園
で
の
最
後
の
試

合
を
見
守
り
ま
し
た
（
右

写
真
）。

�������������������������������������������

１１
月
２８
日
、
大
阪
・
神

戸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総

領
事
館
か
ら
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

・
ケ
ー
ラ
ー
総
領
事
、
ヨ

ハ
ネ
ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ

ァ
経
済
担
当
上
級
専
門
官
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
州

政
府
関
係
者
な
ど
を
招
き
、

市
内
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

日
本
大
会
の
開
催
を
契
機

に
、
出
場
国
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
国
が
本

市
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と

の
産
業
の
連
携
な
ど
に
関

心
を
も
っ
て
い
る
状
況
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、（
独
法
）
日

本
貿
易
振
興
機

構
大
阪
本
部
の
協
力
で
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
８
月

に
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
続

き
２
回
目
で
す
。

当
日
は
、市
内
モ
ノ
づ
く

り
企
業
２９
社
が
参
加
。
総

領
事
館
の
職
員
か
ら
ド
イ

ツ
の
経
済
事
情
な
ど
が
説

明（
写
真
①
）さ
れ
た
ほ
か
、

総
領
事
や
州
政
府
関
係
者

な
ど
と
の
交
流（
写
真
②
）

も
行
わ
れ
、
市
内
企
業
担

当
者
ら
は
積
極
的
に
総
領

事
館
の
職
員
ら
に
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
フ
ジ
矢

�
の
中
正
也
さ
ん
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の

進
出
を
考
え
て
い
る

な
か
で
、
ド
イ
ツ
の

州
政
府
関
係
者
と
情

報
交
換
が
で
き
、
大

き
な
一
歩
が
踏
み
出

せ
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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ワールドマスターズゲームズ
２０２１関西

エントリーが始まります

トンプソン ルーク選手

花園友情大使に就任

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国

際
総
合
競
技
大
会
で
、

３０
歳
以
上
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
る
「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
２
０
２
１
関
西
」
の

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
者
に
向
け
た
総
合

的
な
ス
ポ
ー
ツ
関
連
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「T
ea
m
D
o
S
p
o
rts

P
o
rta
l

」の
会
員
登
録

者
を
対
象
に
し
た
ア
ー

リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
（
先

行
申
込
み
）
は
来
年
１

月
６
日
�
１０
時
か
ら
、

一
般
エ
ン
ト
リ
ー
は
２

月
１
日
�
１０
時
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、１１
月
２０
日
か
ら
大

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

選
手
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
大
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
下

の
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク

セ
ス
可
）。

同
大
会
は
令
和
３
年

５
月
１４
日
〜
３０
日
の
１７

日
間
に
、
３５
競
技
５９
種

目
が
関
西
一
円
で
開
催

さ
れ
、
市
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
で
は
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
実

施
し
ま
す
。

�問
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り
戦
略
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
０
１

９
、
�
０
６
（
４
３
０

９
）
３
８
４
７

「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
開
催

１０
月
４
日
、
市
文
化
創
造
館
で
米
国
航
空
宇
宙
局（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

の
チ
ー
フ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
グ
リ
ー
ン

博
士
が
市
内
の
中
学
生
ら
に
講
演
を
行
い
ま
し
た

１０
月
１９
日
、
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た

「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関

西
」
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
プ
レ
マ

ッ
チ

●①

●②

ラグビー日本代表

所
信
表
明市

長

野
田

義
和
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相談のつづき

司法書士による相談

�時１２月１９日�１４時～１５時３０分（受
付は１３時３０分から） �所市役所本庁
舎１階相談室 �定１０人（当日先着順）
�内相続・売買・贈与の登記や供託、
訴訟・調停の裁判手続き、成年後見

など

�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

鴻池新田会所～クチナシの実を配布

期間中に入館した方にクチナシの

実を配布します（先着１００人）。正月

の定番料理の栗きんとんのほか、さ

まざまな料理の色付けに使用できま

す。 �時１２月２４日�～２８日� �対市
内在住の方 ※入館料（大人３００円、

小・中学生２００円）が必要。

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

償却資産の申告は１月３１日まで

市内で事業のために使用すること

ができる事業用償却資産（土地・家

屋以外）を所有する法人または個人

は、来年１月１日現在の所有状況を、

１月３１日�までに申告してください。
�申�問固定資産税課 ０６（４３０９）３１４５、

�０６（４３０９）３８１０

固定資産税・都市計画税第３期分
納期限は１２月２５日

固定資産税・都市計画税第３期分

の納期限は１２月２５日�です。納期限
までに市税取扱金融機関や郵便局ま

たはコンビニエンスストア（バーコ

ードの印字されている納付書に限る）

で納めてください。なお、納付書を

紛失した場合は再発行しますので、

ご連絡ください。

口座振替を利用している方は、預

金残高を確認してください。残高不

足などで引落しができなかった場合

は、後日納付書（督促状）を送付し

ます。この場合、延滞金がかかるこ

とがありますので、残高には充分ご

注意ください。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４８、�０６
（４３０９）３８０８

郷土博物館～開館時間の延長

１２月１９日�～２２日�は、開館時間
を１７時まで延長します。 ※入館料

（一般５０円、高校・大学生３０円、小

・中学生２０円）が必要。

�所�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

傍聴しませんか～自立支援協議会

�時来年１月３１日�１５時～１７時 �所
レピラ（市立障害児者支援センター）

�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �定５人（抽選） �内地域にお
ける相談支援ネットワークの構築、

具体的な困難事例への対応のあり方

についての指導・助言、地域の社会

資源の検証・開発など �申基本事項
（１１面に掲載）と手話通訳の要否を

１月２４日�（必着）までにハガキで
（ファクス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害施策推
進課 ０６（４３０９）３１８３、�０６（４３０９）
３８１３、�shogaishisaku@city.higa
shiosaka.lg.jp

イノシシ捕獲用「わな」を設置
野生動物の出没にご注意

生駒山麓を中心に市内では、イノ

シシやアライグマの農作物被害や目

撃情報が寄せられています。イノシ

シについては大阪府猟友会枚岡支部

に依頼し、捕獲用の「わな」を来年

３月３１日まで生駒山麓一帯に設置し

ています。わなはハイキング道など

から外れたけもの道に仕掛け、「わな

に注意」の表示板を周辺に設置して

いますので、近づかないようにしてく

ださい。万一わなに足を挟まれたとき

は、慌てずワイヤーを手で広げると簡

単に外れます。また、家庭の敷地や農

地の雑草を刈ることで、出没を防ぐ

効果があります。アライグマについ

ては捕獲器の貸出しを行っています。

野生動物は人間が食べ物を与えて

しまうと、動物本来の自然生活がで

きなくなり、エサを求めて出没を繰

り返します。次のことに気をつけて

ください。 	生ごみなどエサになる
ものを屋外に放置しない 	食べ物
を与えない・見せない 	窓などの
戸締りを確実に行う 	見かけても
近寄らない 	目をあわせない 	
大声を出したりして刺激を与えない

�問農政課 ０６（４３０９）３１８０、�０６
（４３０９）３８１７

新成人を祝う成人祭を開催しま

す。ぜひ、ご参加ください。案内

状を送付しますので、１２月１５日�
を過ぎても届かない場合は、お問

合せください。

�時来年１月１３日
１１時～１２時
�所東大阪アリーナ �対平成１１年４
月２日～平成１２年４月１日生まれ

の方（令和元年１１月３０日現在、市

内に住民登録している方） ※市

外へ転出した方で参加希望の方は

直接会場へお越しください。車で

の来場はご遠慮ください。また、

会場周辺への路上駐車は近隣住民

の迷惑となり、交通渋滞の原因に

もなりますのでおやめください。

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８１、�０６（４３０９）３８３５
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荒本子育て支援センター

【リフレッシュ講座～フェルトケ
ーキ作り】
�時来年１月８日�１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児 �定７組（申込先
着順） ※子どもは別保育。 �申１２
月１６日�１０時から電話で
【人形劇～きらりっこ】
�時来年１月１５日�１０時～１１時３０分

�対１歳以上の乳幼児 �定３０組（申込
先着順） �申１２月２３日�１０時から電
話で

【かわいいぺんぎん人形を作ろう】
�時来年１月２２日�１０時～１１時３０分

�対２歳以上の幼児 �定１０組（申込先
着順） �申１月６日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【城東工科高校で赤ちゃんタイム】
�時来年１月１０日�１５時１５分～１６時

３０分 �所府立城東工科高校 �対未歩
行児 ※２月・３月は休み。

【心理職による発達相談】
子育ての悩みや子どもの発達の相

談に応じます。 �時来年１月１４日�
１３時３０分～１６時 �対就学前乳幼児
※別室で個別相談あり（要予約）。

【リフレッシュ講座～ハーバリウ
ムを作ろう】
�時来年１月２２日�１０時～１１時 �対

就学前乳幼児 �定７組（初めての方
を優先して抽選） �申１２月２３日�１３
時～１月１０日�１７時に電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【よっといで広場deお正月遊び�
（自由来館）】
�時�内	来年１月６日��福笑い、

こま回し 	１０日��凧作り ☆い

ずれも９時３０分～１６時 �対就学前乳
幼児 ※お弁当持参可。

【親子広場～ニコニコクラス】
�時来年１月１５日～２月１２日の水曜
日１０時～１１時３０分（計５日間） �対
平成２８年４月２日～平成２９年４月１

日生まれの幼児 �定１５組（初めての
方を優先して抽選） �料１００円 �申１２
月１６日�～来年１月７日�９時３０分
～１７時に電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

ももっこ

【心理職による相談】
子どもの発達や子育ての不安など

の相談に応じます。 �時１２月２４日�
１３時～１６時 �対就学前乳幼児

【身体測定】
�時来年１月１０日�１１時～１１時３０分
・１４時～１４時３０分 �対就学前乳幼児
【深谷先生のリトミック】
�時来年１月１５日�１０時３０分～１１時

１５分 �対８か月以上の未歩行児 �定
１２組（申込先着順） �申１２月２３日�
１０時から電話で

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

ゆめっこ

【ようこそ令和２年～年越し飾り】
�時１２月２６日�１０時３０分～１１時１５分
�対１歳６か月以上の乳幼児 �定１０組
（申込先着順） �申１２月１７日�１０時
から電話で

【教えて離乳食】
栄養士に相談できます。 �時来年
１月６日�１４時～１５時 �対就学前乳
幼児

【身体測定】
�時来年１月１４日�１０時～１１時３０分、

２３日�１４時～１５時３０分 �対就学前乳
幼児

◇ ◇

�申�問ゆめっこ（布施子育て支援セ
ンター）０６（６７４８）０２１０、�０６（６７４８）
０２５７

あさひっこ

【ふれあい＆ダンス】
�時�所	来年１月１６日��縄手南公
民分館 	２４日��ゆうゆうプラザ
（日下） ☆いずれも１０時～１１時

�対０歳児 �定各１０組（申込先着順）
�申１２月２６日�１４時から電話で
【親子クッキング～豚汁を作って
食べよう】
�時来年１月２９日�１０時～１１時 �対

２歳以上の幼児 �定１０組（申込先着
順） �料１５０円 �申１月１５日�１４時か
ら電話で

【げんきお兄さんの親子遊び歌ラ
イブ】
�時来年２月６日�１０時４５分～１１時

３０分 �対１歳６か月以上の乳幼児
�定３０組（申込先着順） �申１月９日
�１４時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

子育てのつどい

【ママといっしょににっこにこ�】
�時来年１月１７日�１０時～１１時３０分
�所市民多目的センター �対就学前乳
幼児 �定３０組（申込先着順） �申１２
月２３日�以降の１０時～１７時に電話ま
たは直接

�申�問御厨保育所 ０６（６７８９）０２６０、

�０６（６７８９）８５９６

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援
センターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、全て保
護者が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センター＆
子育てのつどいの催し

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）令和元年１２月１５日

mailto:shogaishisaku@city.higashiosaka.lg.jp


イコーラム
女性のための講座

【こころとからだ講座】
女性のための心と体を大切にする

ヒントを学びます。 �時来年１月１１
日�１０時～１２時 �申１月４日�まで
【女性応援セミナー～仕事編】
女性が自分らしく働き、生きるた

めのコツを学びます。 �時�内�来年
１月２５日��コミュニケーションス
キルアップ �２月１日��タイム
マネジメント �８日��顔ヨガで
ステキな笑顔に ☆いずれも１０時～

１２時で計３日間 �申１月１８日�まで
◇ ◇

�対市内在住・在勤・在学（いずれ
か）の女性 �定２０人（抽選。女性応
援セミナーは全日程参加できる方を

優先） ※１歳６か月以上の就学前

乳幼児の保育あり（定員１０人で申込

先着順。１人２００円）。 �申基本事項
（１１面に掲載）と受講動機、保育が

必要な方は子どもの氏名・生年月日

を各申込期限（必着）までにＥメー

ルで（ハガキ、電話、ファクス、直

接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、
�ikoramu@nifty.com

枚岡公園～ミニ門松作り

�時１２月２２日�９時３０分～１２時 �所
枚岡公園森の工作室 �対２０歳以上の
方 �定１５人（申込先着順） �料１０００
円 �持汚れてもよい服、持ち帰り用
袋 �申１２月１５日�１０時から電話で
�申�問枚岡公園管理事務所 ０７２（９８１）

２５１６、�０７２（９８２）８７２５

東体育館の教室

【はじめてのハワイアンフラ教室】
�時火曜日１０時３０分～１１時４０分（月
３回） �対１６歳以上の女性 �定２５人
�料３３００円（月３回） �持タオル、飲
み物 ※無料体験あり。

【ロコモ予防体操＆ひめトレ】
�時毎週水曜日１０時～１１時１５分 �対
女性 �定１０人 �料３９６０円（月４回）
※体験１回５００円。 �持バスタオルま
たはヨガマット、フェイスタオル

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �申電話
で

�所�申�問東体育館 ０７２（９８２）１３８１、

�０７２（９８２）２７６８

五条老人センターの教室

【スマホ教室（初級）】
�時来年１月１４日�・２８日�１０時～

１１時３０分 �定各１０人
【ミックスみゅーじっく体操】
�時来年１月１７日�・３１日�１０時～

１１時３０分（計２日間） �定３０人 �持
手拭い、５本指の靴下（あれば）

【ストレッチウォーキング教室】
�時来年１月２２日・２月１２日・３月

１１日・２５日の水曜日１３時３０分～１４時

３０分（計４日間） �定２０人 �持滑り
にくい靴下

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 ※い

ずれも申込先着順。 �申１２月１６日	
から電話または直接

�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

みんなの体操広場

�時１２月２０日�１０時～１１時３０分 �対
市内在住の６０歳以上の方 �持ヨガマ
ットまたはバスタオル、タオル、飲

み物

�所�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

ミュージカル創作にチャレンジ�
つくって演じちゃおう

ミュージカルをつくるワークショ

ップです。 �時来年１月４日�・５
日�１０時～１６時（計２日間） �対全
日程参加できる小学校３年生～高校

生 �定２０人（申込先着順） �料５０００
円 �持運動靴、弁当、飲み物 �申基
本事項（１１面に掲載）と学校名、学

年を１月２日
までにＥメールで
�所�申�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０、�info@dream
21.higashiosaka.osaka.jp

（公財）市産業創造勤労者支援機構職員

市内中小企業および勤労者の支援

にかかる事業の一般事務職員を募集

します。 �対昭和５５年４月２日以降
生まれで大学を卒業し、普通自動車

免許（AT限定も可、ペーパードライ

バー不可）がある方 �定１人 選考日
・方法 �一次�来年１月１２日�／
SPI３（基礎能力検査、適性検査）、小

論文 �二次�１月２５日�（予定）／
面接 勤務時間 ９時～１７時３０分

勤務条件 通勤手当別途支給、各種社

会保険完備など 雇用開始日 来年

３月１日 �申応募用紙を１２月９日	
～１月６日	（消印有効）に郵送また
は直接 ※応募用紙は同機構ウェブ

サイトからダウンロード可。詳しくは

同ウェブサイトをご覧いただくか、お

問合せください。

�申�問〒５７７―００１１荒本北１―４―１７クリ
エイション・コア東大阪北館３階

（公財）市産業創造勤労者支援機構

０６（４３０９）２３０１、�０６（４３０９）２３０３
（土・日曜日、年末年始を除く）

�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

市立障害児者支援センター
作業療法士

レピラ（市立障害児者支援センタ

ー）で勤務する作業療法士を募集し

ます。 �定１人 雇用開始日 来年

４月１日 ※受験資格や勤務条件、

申込方法など詳しくは募集要項をご

覧いただくか、お問合せください。

募集要項は市社会福祉事業団ウェブ

サイトからダウンロード可。

�申�問（社福）市社会福祉事業団総
務課 ０７２（９７５）５７００、�０７２（９６６）１０１１
�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

市民ふれあい祭り参加者

市民ふれあい

祭りの出店およ

び出演者を募集

します。参加希

望者は必ず説明

会に出席してく

ださい。

【説明会】
直接会場へお越しください。 �時
１月２８日�１４時から・１９時から ※

いずれかに出席。 �所夢広場（布施
駅前） �対市内在住・在勤・在学（い
ずれか）の方 ※手話通訳あり。車

での来場はご遠慮ください。出店・

パレード・ステージいずれの出演希

望者も説明会に欠席するとふれあい

祭りに参加できません。詳しくは東

大阪市民ふれあい祭りウェブサイト

をご覧いただくか、お問合せください。

◇ ◇

�問�東大阪市民ふれあい祭り実行
委員会 ０６（６６１８）４１４６、�０６（７４９２）
５４４４ �地域コミュニティ支援室
０６（４３０９）３１６１、�０６（４３０９）３８６１

不動産相談

�時１２月２４日�１０時～１４時（受付は
１３時３０分まで） �所市役所本庁舎１
階相談室 �定１０人（当日先着順）
�内土地、建物など
�問空家対策課 ０６（４３０９）３２４４、

�０６（４３０９）３８２９

事例１ スマートフォンに「大

手通販会社の料金が未納である。

電話するように」という内容のシ

ョートメッセージが届いた。いつ

も利用している通販会社だったた

め、電話してしまった。「調査後、

折り返し電話する」と言われ、電

話番号を伝えてしまった。

事例２ 携帯電話に「有料動画

の未納料金がある。至急連絡せよ。

連絡がない場合は法的手続きをと

る」というメールが届いたが、身

に覚えがない。会社名、担当者名、

電話番号が書かれているが連絡し

た方がいいのか。

解説 身に覚えのない料金をス

マートフォンや携帯電話などのメ

ッセージを通じて請求される「架

空請求」の相談が後を絶ちません。

事例１のように大手の通販会社

や宅配業者を名乗るもの以外に、

省庁や裁判所などの公的機関を名

乗る場合もありますが、このよう

な会社や機関などとは無関係です。

また事例２のように「法的手段」

「民事訴訟」「差押え」などという

文言で受け取った人の不安をあお

り、請求金額や内容を書かずに、

連絡をさせようとする手口もあり

ます。

支払い期限や「本日中に連絡す

るように」と書かれている場合で

も、請求に覚えがない場合や内容

に不明な点がある場合は、相手に

連絡を取らないでください。また、

お金を払う前にご相談ください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５
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結婚を希望する方の親族を対象

とした参加者交流会（代理婚活）、

個別相談会を実施します。

家族だからこそできる結婚応援

として家族に期待される役割や効

果的なバックアップ方法について

学びます。交流会では参加者同士の

意見交換や代理婚活、相談会では

セミナー講師と個別に婚活相談が

できます。

�時来年１月２５日�１０時～１２時
�所市役所本庁舎２２階会議室 �対婚

活イベントの参加資格を有する独

身者（おおむね２５歳～４５歳の方）

の家族など �定３０組（抽選） �申基
本事項（１１面に掲載）を１月１９日

�１７時までにファク
スまたは専用ウェブ

サイト（右のコード

からアクセス可）で

�申�問ヒューマンアカデミー�
０６（６３６０）６７４１、�０６（６２８２）６００２
�問企画室 ０６（４３０９）３１０１、�

０６（４３０９）３８２６
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～緊急度レベル★★★★★

婚活・結婚を家族が応援�

婚活当事者の親族向けセミナー

架空請求にご注意�

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 令和元年１２月１５日

配偶者からの暴力（DV）に悩む方のための専用ダイヤル０６（４３０９）３１９１（月曜日～金曜日９時～１２時・１２時４５分～１７時〈祝休日・年末年始を除く〉）

mailto:ikoramu@nifty.com
mailto:info@dream21.higashiosaka.osaka.jp
https://konkatsu-eo.online/


古文書が語る東大阪の歴史と魅力
江戸時代の「ハンコ社会」の始まりと「村」の運営

古文書を通して東大阪の歴史や魅

力について考えます。また、古文書

に関するパネルを展示します。 �時
来年１月２６日�１３時～１６時（開場は
１２時３０分） �所市民美術センター
�定１００人（当日先着順） ※手話通訳

あり（１２月２７日�までに電話または
ファクスで要予約）。

�申�問文化国際課市史史料室 ０６

（４３０９）３２１２、�０６（４３０９）３８２３

東大阪アリーナの催し＆教室

【新春初泳ぎ会～プール無料開放】
幼児遊びコーナー、浮島走り（９

時～９時５０分）、タイム測定コーナー

（１０時～１１時）も開催します。 �時
来年１月５日�９時～１１時３０分 �定
２００人（当日先着順） ※ロッカー代

１００円が必要。 �持水着、水泳帽、ゴ
ーグル、タオル ※小学校３年生以

下は１８歳以上の保護者同伴（保護者

１人につき子ども２人まで可）。

【親子で話そうお金のこと「お年
玉会議」】
お年玉を題材にお金について学び

ます。 �時来年１月５日�１３時～１４
時３０分 �対小学生とその保護者 �定
１０組（申込先着順） �料１組１０２０円（子
ども２人目以降は１人５１０円追加）

�持鉛筆、色鉛筆、ハサミ、のり �申
電話予約のうえ、料金を直接

◇ ◇

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

自由の森なるかわ

【なるかわもりあそびクラブ】
�時来年１月１８日�１０時３０分～１５時
�所枚岡公園 �対年中児～小学校１年
生 ※保護者同伴。 �定２０人 �内自然
体感ゲーム、自然クラフトなど �料
１５００円 �持弁当、飲み物、タオル、
帽子、軍手、雨具

【なるかわスプリングキャンプ】
�時来年３月２５日�９時～２７日�１６
時（２泊３日） �所自由の森なるか
わ（市立野外活動センター） �対小
学生 �定３０人 �内アウトドアクッキ
ング、森遊び、自然クラフト、バン

ガロー宿泊 �料１万８８４０円（市内在
住の方は１万７３４０円）

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �申１２月
１５日�から電話で
�申�問自由の森なるかわ ０７２（９８６）

１５５１、�０７２（９８６）１５５０

旧河澄家の催し＆教室

【かまどで七草粥】
�時来年１月１２日�１０時～１４時 ※

材料がなくなり次第終了。また、南京

玉すだれなどの大道芸を３回（１０時３０

分～１１時、１１時３０分～１２時、１２時３０分

～１３時）行います。 ※申込不要。

【おもちゃ作り体験～サブローご
まを作ろう】
ビー玉と厚紙で「サブローごま」

を作ります。 �時来年１月１３日�１３
時～１５時 �対３歳以上の方 ※未就

学児は保護者同伴。 �定３０人（申込先
着順） �料１００円 �申１２月１８日�から
【古民家の建築意匠展】
旧河澄家の建築意匠の紹介や屋敷

絵図、屏風などの資料を展示します。

�時来年１月１６日�～２月１１日�９時
３０分～１６時３０分 ※申込不要。

【古民家再生講座】
�時来年１月２６日�１３時～１５時 �定

４０人（申込先着順） �内古民家の歴史
についての講演、再生技術の解説な

ど �申１２月２０日�から
◇ ◇

�申各申込開始日９時３０分から電話
または旧河澄家ウェブサイトで

�所�申�問旧河澄家（日下町７） ０７２
（９８４）１６４０（�兼用）

冬季市民グラウンド・ゴルフ大会

�時来年２月１２日�８時３０分から（１５
日�予備日） �所吉田春日グラウン
ド �対市グラウンド・ゴルフ協会登
録者以外の市内在住・在勤（いずれ

か）の方 �定６０人（申込先着順）
�料３００円 �申１月１０日�１０時～１１時３０
分に東大阪アリーナに直接

�問	市グラウンド・ゴルフ協会「金
光」 ０７２（９８７）１８３４ 	青少年スポ
ーツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６
（４３０９）３８３５

やまなみ「うたごえ広場」

昔懐かしい歌を歌います。

�時来年１月２５日�１４時～１６時 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）

の方 �定１５０人（抽選） �料２００円
�持歌集、飲み物 �申基本事項（１１面
に掲載）を１２月２７日�（必着）まで
に往復ハガキで

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ や

まなみプラザ（四条） ０７２（９８８）

３１０７（�兼用）
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１２月２８日�９時～１２時に市役所
本庁舎２階・３階の一部窓口業務

を開設します。

手続きの際には、運転免許証や

パスポート、健康保険証など本人

確認ができる書類をお持ちくださ

い。また、住所の変更や戸籍の届

出により氏名が変更になる場合は、

マイナンバーカード（個人番号カ

ード）やマイナンバー通知カード

の記載変更手続きが必要となりま

すので当該カードを持参してくだ

さい。

他市町村や警察署への確認など

が必要な場合は、取扱いができな

いことや手続きが完了しないこと

がありますので、詳しくは担当課

へ事前にお問合せください。

なお、土曜開庁日も、英語、韓

国・朝鮮語、中国語、ベトナム語

での通訳業務を行っています。

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、印鑑登録

などの届出や住民票、印鑑証明な

どの各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�

０６（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医
療保険関係】
加入・脱退・変更の申請や各種

療養費の給付申請、保険料の納付

・相談など

�問	医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
	医療保険室保険料課 ０６（４３０９）

３１６８、�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
子どもや重度障害者などの医療

費助成にかかる医療証の申請、医

療費の払戻しの申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、

�０６（４３０９）３８０５
【児童手当などの関係】
児童手当や児童扶養手当などの

申請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、

�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・

相談・申告受付・申請受付・閲覧

・届出、原動機付自転車および小

型特殊自動車の登録・廃車

�問	税制課 ０６（４３０９）３１３１、

�０６（４３０９）３８１０ 	市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８
０９ 	固定資産税課 ０６（４３０９）

３１４３～３１４４、�０６（４３０９）３８１１ 	
納税課 ０６（４３０９）３１４７～３１５２、

�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

�問政策調整室 ０６（４３０９）３０１６、

�０６（４３０９）３８４７

市役所本庁舎の一部窓口業務
１２月２８日�９時～１２時に開設

関西二期会オペラ公演
スペシャルレクチャーコンサート

２月に開催される「関西二期会

オペラ公演 歌劇《カヴァレリア・

ルスティカーナ》／マスカーニ作曲、

歌劇《パリアッチ（道化師）》／レオ

ンカヴァッロ作曲」に先駆けて、

レクチャーコンサートを開催しま

す。公演よりも前に、見どころが

わかるため、より一層オペラを楽

しむことができます。ぜひお越し

ください。

�時来年１月３１日�１８時３０分開演
（開場は１８時） �所市文化創造館ジ
ャトーハーモニー小ホール �定２５０
人（申込先着順） ※自由席。 �申１２
月１６日
１０時から市文化創造館窓
口にて整理券を配布 ※翌日以降

は９時～２０時に配布。なくなり次

第終了。

陸上自衛隊中部方面音楽隊
スペシャルコンサート

「陸自の歌姫」と呼ばれるソプラ

ノ歌手・鶫真衣さんを擁する陸上

自衛隊中部方面音楽隊（写真）に

よるコンサートを開催します。

「Stand Alone」など東大阪に縁の

ある曲を演奏します。

�時来年２月８日�１４時開演 �所
市文化創造館Dream House大ホ

ール �定１５００人（市内在住・在勤
・在学�いずれか�の方を優先して
抽選） ※全席指定。 �申基本事
項（１１面に掲載）と性別、市外在

住の方は勤務先または学校名、参

加者全員の年齢・性別を１月８日

�（必着）までに往復ハガキで
※１枚に４人まで。車いす席希望

の場合は明記してください。詳し

くは募集チラシまたは市文化創造

館ウェブサイトをご覧いただく

か、お問合せください。

◇ ◇

※未就学児入場不可。

�申�問〒５７７―００３４御厨南２―３―４
市文化創造館 ０６（４３０７）５７７２、

�０６（４３０７）５７７８（９時～２０時）

文化創造館

関西二期会オペラ公演レクチャーコンサート・

陸上自衛隊中部方面音楽隊コンサート
オ
ープ
ニングイベント

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）令和元年１２月１５日



ふたごの交流会

�時�所�内�来年１月８日�９時４５分
～１１時�中保健センター／みんなで
おしゃべり �１０日�９時４５分～１１
時１５分�西保健センター／ママのリ
フレッシュ～おしゃべり会 �１７日
�９時４５分～１１時�東保健センター
／新聞紙で遊ぼう、シール貼り �対
市内在住のふたご、みつごを妊娠・

出産している方とその子ども �申電
話で

�申�問東・中・西保健センター

骨密度測定検査

�時来年１月９日�９時２０分～１０時
３０分 �対市内在住の２０歳以上の方
�定４０人（申込先着順） �内検査、講
話 �申電話で
�所�申�問中保健センター

血糖値を下げる教室

�時来年１月９日�・２３日�・２月
６日�１３時～１６時（計３日間） �対血
糖値が高め（HbA1c6.5％以上）の方

とその家族 �定２０人（申込先着順）
�内医師による講演、保健師・栄養士
による講話、運動実習など �持飲み
物・運動靴（２３日のみ） �申１月７
日�までに電話または直接
�所�申�問東保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�来年１月１６日��西保健セ
ンター �２０日	�東保健センター
�２８日��中保健センター ※時間

は申込み時に伝えます。 �対市内在
住の平成３０年１月生まれの幼児 �定
各２４人（申込先着順） �持母子健康
手帳、歯ブラシ �申電話で
�申�問東・中・西保健センター

３５歳からのお産が楽になる
マタニティ講座

�時来年１月２２日�１３時３０分～１５時
３０分 �所あさひっこ（旭町子育て支
援センター） �対市内在住の３５歳以
上の妊婦および産婦と生後４か月ま

での乳児 �定妊婦８人および産婦と
乳児６組（申込先着順） �持母子健
康手帳、タオル、飲み物、すくすく

トライ（妊娠届出時配付冊子） �申
基本事項（左に掲載）を電話で（フ

ァクス、Ｅメールも可）

�申�問東保健センター �higashi
hoken@city.higashiosaka.lg.jp

みんなでマタニティ教室

�時来年１月２７日	１３時３０分～１６時
�対妊婦とそのパートナー・祖父母な
ど（妊婦のみも可） �定１２組（申込
先着順） �内赤ちゃんとの生活、赤
ちゃんのお風呂体験 �持母子健康手
帳 �申電話で
�所�申�問東保健センター

健康ブロー
�時１２月２４日�１０時～１１時３０分�所社会
教育センター�対高齢者�内肺筋力・呼吸
筋力・呼吸法強化運動など�料１００円�申１２
月２０日�までに電話で�申�問元気クラブ
「橋本」０６（６７８１）９００６

たまがわランド～地域交流
�時来年１月２３日�・２９日�１２時から
※売り切れ次第終了�内定食や食品生産
品、木工製品、野菜、布製品などの販

売、喫茶（２９日のみ）�所�問府立たまが
わ高等支援学校（稲葉２）０７２（９６１）

４７３０

ガールスカウト～クリスマス会
�時１２月１５日
１３時３０分～１５時３０分�所
菱屋西公民分館永和分室�対５歳～１２歳
の女児�内ゲーム、クラフト�申電話で�申
�問澤井０９０（５１６３）７７００

日下コーラス体験会
�時来年１月９日�１０時～１１時３０分�所
孔舎衙公民分館�料５００円�問中村０９０（３６７１）
８０４４

ネパール文化を楽しもう
�時１２月２２日
１３時１０分～１５時�所あい
も文化交流会館（御厨中１）�内民謡演
奏、演劇、文字を書いてみよう�申１２月
１８日�までに電話で�申�問N.G.O.びしゅ

こ び

わ「小尾」０９０（９６１８）５４１５

歌うクリスマスパーティ
�時１２月２２日
１１時～１３時�所あいも文
化交流会館（御厨中１）�料１５００円（ラ
ンチ付き）�申１２月１８日�までに電話で
�申�問古典の名曲を歌う会「峰」０９０（８８２２）
３０３１

ボーイスカウトとXmas＆お餅つき
�時�内�申�１２月２２日
１４時～１７時�X
mas／１２月１５日
まで�来年１月１３日
�１０時～１２時�餅つき／１月６日	ま

つるぎや

で�所石切劔箭神社（菱水会館）�対年長
児～小学校３年生�料３００円�申基本事項（左
上に掲載）を各申込期限までにファクス

またはＥメールで�申�問神０９０（１１３８）２７６５、
�０７２（９８７）３７７１、�takamijin@ez
web.ne.jp

「集いの場」の集い
サロンの先達に学ぼう

�時来年２月９日
１４時～１６時�所東体
育館�内公開座談会、情報・意見交換会
�申基本事項（左上に掲載）を２月２日

までにファクスで�申�問田中０８０（３８４３）
９７６９、�０７２（９８５）６０１０

近畿大学文化会交響楽団
定期演奏会

�時１２月２１日�１３時３０分～１６時（開場
は１３時）�所プリズムホール（八尾市文
化会館）�内ラフマニノフ交響曲第２番、
ビゼー「アルルの女」第１組曲など

�問高桑０８０（２５０８）９７９９

NewYearConcert 乾杯・春の海
�時来年１月１３日�１５時３０分～１７時・１８
時～１９時３０分�内オカリナ・ピアノ・歌に
よるクラシックコンサート�料１０００円（１
ドリンク付き）�申電話で�所�申�問あいも文
化交流会館（御厨中１）０６（６７８２）３５６６

伝統芸能コーディネーター
育成プログラム特別公演

�時来年１月２４日�１８時３０分から�所市
文化創造館 Dream House 大ホール

�内講演、雅楽演奏、オーケストラ演奏
など�申相愛大学ウェブサイトから�申�問
相愛大学「伝統芸能コーディネーター

育成プログラム」事務局０６（６６１２）５９０２

最近息切れの原因が心臓弁膜症

によるものかもしれないと注意喚

起するテレビCMをご覧になった

方も多いかもしれません。

年齢を重ねると労作時に、肩で

息をするような感じがしたり、息

切れがしたりすることがあります。

「年をとったから」と加齢に伴う

変化が原因の場合もありますが、心

臓弁膜症が原因でそのような症状

が出ることもあります。

心臓弁膜症は放置しておくとだ

んだん心臓の機能が悪くなり、風

邪を引いたり、その他なんらかの

原因で体調不良になったりしたと

きに、急激に呼吸困難や浮腫（足
は

が腫れる）などの症状がでること

があります。ひどい場合は救急車

を呼ばなければいけないほど苦し

くなることもあり、ほぼ寝たきり

になるくらい悪くなることもあり

ます。

治療法としては薬でコントロー

ルできるものから、弁を修理した

り、取り替えたりする心臓手術が

必要になるものまでさまざまです

が、早めの診断、治療が肝要です。

もし気になる息切れがあれば、

一度近くの医療機関に相談しまし

ょう。

�問（地独）市立東大阪医療セン
ター事務局医療情報管理課 ０６

（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４

市政だよりで趣味のクラブやサ

ークルなどの会員募集や定期的な

会合（月例会など）を案内する「ふ

れあいの広場」のコーナーを３月

１５日号に設けます。

なお、「ふれあいの広場」と、イ

ベント情報などを掲載する「掲示

板」（偶数月の１５日号に掲載）の併

用はできませんので、ご注意くだ

さい。

�申申込書を来年１月６日	～１７
日�（必着）にファクスで（郵送、
直接も可） ※申込書は市ウェブ

サイトからダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所広報課
０６（４３０９）３１０２、�０６（４３０９）３８２１
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所（郵便番号も）
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

４４９９

その息切れ、大丈夫ですか？

市立東大阪医療センター
心臓血管外科 山内 孝 部長

定員がある催しもあります。料金表
示のないものは無料です。詳しくは問
合せ先へ。

市政だより「ふれあいの広場」

来年１月６日～１７日に受付

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 令和元年１２月１５日

mailto:higashihoken@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:takamijin@ezweb.ne.jp


年末年始のごみ・資源の収集
年末は１２月３１日�まで、年始は１月６日�から

年末年始のごみ・資源の収集は、年末が１２月３１日�まで、年始は来年１月６日�か
らです。月曜日～金曜日の稼働日は、年末年始ともに通常収集を実施します。ごみ・
資源は、決められた日の９時（不燃の小物は１３時）までに決められた場所に出してく
ださい。理解と協力をお願いします。

問合せ先

家庭ごみ、あきかん・あきびん、
不燃の小物

�環境事業課
０６（４３０９）３２００、�０６（４３０９）３８１８
※収集については、「ごみの分け方・出
し方」パンフレットに掲載している
環境事業所にお問合せください。

プラスチック製容器包装、
ペットボトル

�中部環境事業所
０７２（９６３）３２１０、�０７２（９６６）６３５５
�北部環境事業所
０６（６７８９）１８５１、�０６（６７８９）９０４４
�循環社会推進課
０６（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）３８１８

１月１０日�から通常収集

年

始

１２月２７日�に最終収集

年

末

収集日が金曜日の地域

１月９日�から通常収集１２月２６日�に最終収集収集日が木曜日の地域

１月７日�から通常収集１２月３１日�に最終収集収集日が火曜日の地域

１月６日�から通常収集１２月３０日�に最終収集収集日が月曜日の地域

家庭ごみ、あきかん・あきびん、不燃の小物・ペットボトル

家庭ごみ
収集日が月・木曜日の地域

家庭ごみ
収集日が火・金曜日の地域

１月８日�から通常収集

年

始
１２月２５日�に最終収集

年

末
不燃の小物・ペットボトル

１月１５日�から通常収集１２月１８日�に最終収集かん・びん

１月６日�から通常収集１２月３０日�に最終収集家庭ごみ

１月１５日�から通常収集

年

始
１２月１８日�に最終収集

年

末
不燃の小物・ペットボトル

１月８日�から通常収集１２月２５日�に最終収集かん・びん

１月７日�から通常収集１２月３１日�に最終収集家庭ごみ

プラスチック製容器包装（資源ステーションに出してください）

大型ごみ（大型ごみ受付センターへ申込み）

年 末 １２月２７日�まで 年 始 １月６日�から

受付時間 ９時～１７時 ※１２月中に受け付けても、年内に収集でき
ない場合があります。

申込み・
問合せ先

大型ごみ受付センター ０７２（９６２）５３７４
※聴覚障害のある方は�０７２（９６２）１６７３

※間違い電話が多く、相手方に迷惑がかかっています。番号をよく
確かめてからおかけください。

年末年始の臨時くみ取り（１２月１８日�～２５日�に受付）

くみ取り式便所の家庭で、定期収集日以外に１２月２７日�と来年１
月６日�の臨時収集を希望する場合は電話申込みが必要です。
簡易水洗や便槽が小さいくみ取り式便所を使用している家庭は、

臨時収集をおすすめします。年末年始（１２月２８日�～来年１月５日
	）の収集はありませんので、ご注意ください。
料金（１便槽１回）は表のとおりです。

３３００円に４００�を超える１００�ごとに６００円を加算４０１�以上

３３００円３３００円２４００円１５００円４００�以下

全便槽簡易水洗便槽無臭便槽普通便槽

項目

収集量

定期収集なし定期収集あり

申込み・
問合せ先 市公園環境協会 ０７２（９６６）６６７５、�０７２（９６６）６６８３

【収集作業にご協力を】
年末年始の収集作業を円滑に進めるため、次のことにご協力くだ

さい。
�くみ取り口付近や収集通路にものを置かない �飼い犬は離れ

た場所につなぐ �バキュームカーの進入の妨げになるので付近に
駐車しない �ホースが詰まる原因になるので便槽内に落としたも
のは取り除く

◇ ◇

問合せ先 環境企画課 ０６（４３０９）３１９８、�０６（４３０９）３８１８
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焼却工場への直接持込み

家庭ごみや大型ごみ（粗大ごみ）の水走焼却工場への直接持込み
（１０
につき９０円）には、持込み予定日の２日前までに電話予約（０７２
―９７５―５３４１）が必要です（予約受付日時は月曜日～金曜日９時～１６時）。

年 末 １２月３０日�まで 年 始 １月６日�から

搬入時間 １２時４５分～１５時３０分
※１２月２８日�～３０日�は、左記搬入時
間に加えて９時３０分～１１時３０分も
持込み可能です。

問合せ先 東大阪都市清掃施設組合（水走４―６―２５）
０７２（９６２）６０２１、�０７２（９６２）６１２５

※年末は大変混雑し近隣の方に迷惑がかかりますので、早めの持込
みにご協力ください。なお、予約状況により年内の持込みができな
い場合があります。

ごみ分別アプリのご利用を�
ごみ分別アプリ「さんあ～る」をご利用くださ
い。収集日のプッシュ通知や品目ごとの分別方法
の検索機能などがあり、便利です。下のコードを
読み取るとダウンロードできます。
※通信料は、利用者負担となります。

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）令和元年１２月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています

https://itunes.apple.com/WebObjects/MZStore.woa/wa/viewSoftware?id=977071564&mt=8
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.delight_system.threeR.android

